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多才なマット先生　明るく元気に英会話

地 上 デ ジ タ ル 放 送

問い合わせ先 企画情報課情報センター室（ＣＮＳテレビ） q５１―２０３０ 

Ｑ　デジタル放送は『専用のカード』を差し込まないと受信も録画もできないと聞きましたが、どんなカードですか？ 

Ａ　『Ｂ－ＣＡＳカード』といいます。『Ｂ－ＣＡＳカード』は、正規のデジタルチューナーやデジタルチューナー内
蔵のテレビ（地上デジタル放送対応テレビ）、デジタルチューナー内蔵の録画機器を購入した際に同梱され
ているＩＣカードです。著作権保護の観点から、地上デジタル放送には暗号がかけられており、Ｂ－ＣＡＳカー
ドを機器に挿入していないと受信も録画もできません。 

知ってる？

私は、南部地区の七つの小学校と中学校を一校担当しています。 

中学生は、みんなが上手に英会話をできるようになってきているので、とてもやりがいがあ

ります。結構面白い会話もしています。時間的には、小学校にいる時間の方が長いのですが

小学校は目的が中学校とはやや違います。小学校での英語の

学習時間では、いつも二つのことを念頭においています。それ

は学習をたのしくするということと、役に立つ英語を学習するということです。小学校は必修ではあり

ませんから、楽しく学ぶということをまず優先させています。テストや成績表はありません。児童たち

は試験に追われるようなプレッシャーを感じることなく英語を楽しむことができますし、それがいいと

ころです。授業を役に立つものにしていくというのは、自分にとっては長期的な目標です。 

日本では小学校から中学校に進学すると生徒たちには

英語は必修の科目として選択の余地がないことを知ってい

ます。このため、中学一年で学習するような文型や単語等

を授業で教えていきたいと考えています。これに加えて、

彼らが街中で自分や他のＡＬＴの先生に出会った時に使え

るような簡単な会話等も取り入れるように心がけています。

月に２回ほど訪問する三校では、レッツゴー・イングリッシュ

という段階的に進んでいくテキストを使っています。たとえば、

一、二年生はアルファベットや基本的な言葉を中心に学習

を進め、三、四年生では少し長い文章や文型に焦点を当て、

五、六年生は今までに学習してきた内容の応用と中学一

年で学習する内容の準備を始めます。普段の授業ではま

ず前回の復習をしてから新しい内容に進みます。学習中は

児童自身が実際に動いたり、話をしたりするような動作を

してもらうようにしています。それから児童が基本文型や

単語を覚えやすくするために色を工夫して使用しています。 

私は今の仕事にやり

がいを感じています。子

どもたちはいつも親しく

接してくれ、彼らにはい

つも学習意欲を感じます。

みんなとは、毎週でも会

いたいですね。 

Ｍａｔｔｈｅｗ．Ｄｏｗｎｓ　マシュー・ダウンズ（アメリカ） 
 

 
日本人より人情味にあつく、私たちの大切な仲間です。 校長　磯貝芳彦 
毎日給食は一緒です。いつもそばにいます。 ALT担当　諸橋智 

 
日本人より、日本人らしいマットです。　 校長　長野紀文 
とてもやさしく、ていねいな教え方です。 ALT担当　小山寛 
 
明るく元気で児童に接し、楽しい英語学習展開中。 校長　土屋七司 
マット先生が来るのをみんな楽しみにしています。 ALT担当　風間薫 
 
生きた英語に子どもたちは大喜びしています。 校長　伊藤政雄 
子どもたちは楽しく英語に親しんでいます。 ALT担当　岩　賢一郎 

 
ゲームなどで英語に親しませてくれている。 校長　矢田親成 
楽しく分かりやすく英語を教えてくれます。 ALT担当　中川昌和 

 
熱心な先生。子どもの心をつかんでいます。 校長　田原春夫 
優しい瞳のマット。シャイな子も楽しそう。 ALT担当　大屋柳平 
 
児童は価値ある国際理解体験をしています。 校長　竹内博之 
楽しく素敵な英会話に、児童は大喜びです。 ALT担当　大久保亨 

 
我いかに生きるかを楽しく見せてくれる先生。 校長　岩田英二 
トライアスリート、占い師の顔をもつ英語教師。 ALT担当　吉岡早苗 
 


